
令和５年度第３回公立大学法人滋賀県立大学教育研究評議会 議事録 

 

日時・場所： 令和５年６月６日（火）13：25～15：00  教授会室 

出 席 者 ： 井手理事長（議長）、宮川副理事長、小泉理事、松岡理事、中嶋理事、 

須戸環境科学研究院長、山根先端工学研究院長、森下人間文化学研究院長、 

古株人間看護学研究院長、村上環境科学部長、徳満工学部長、 

市川人間文化学部長、伊丹人間看護学部長、 

遠山委員、森委員、矢吹委員 

   欠 席 者 :  澤野事務局次長 

  事 務 局 ： 髙木財務課長、寺村経営企画課長、川分学生・就職支援課長、郡田教務課長、 

堀江高等専門学校開設準備室長、山中地域連携・研究支援課長、前田課長補佐、 

山﨑主任主事 

  

令和５年度第２回公立大学法人滋賀県立大学教育研究評議会議事録（案）について、一部修

正のうえ承認された。 

 

議  題 
 
 
審議事頁 

  

１ 令和４事業年度における業務の実績に関する報告書（案）について 

   寺村経営企画課長から資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

[主な意見・質疑等] 

   ・計画の各項目の評価と数値目標との関係はどのようになっているか。 

    →数値目標は、中期計画期間最終年度に評価することになる。 

   ・計画番号 44 のコンプライアンス教育に関し、研修の参加率 100％は毎年度達成している

のか。 

    →APRINe ラーニングプログラムに係る研修について令和４年度に達成したものである。 

 

報告事項 
 

１ 令和４年度卒業・修了者の進路状況等について 

  川分学生・就職支援課長から資料に基づき報告があった。 

 [主な意見・質疑等] 

   ・本学の人間看護学部の県内就職率はどれほどか。 

    →年によって異なるが、およそ半数である。 

 

２ 令和５年度在籍学生数の状況について 

    川分学生・就職支援課長から資料に基づき報告があった。 

 [主な意見・質疑等] 

    ・大学院の入学者の県内・県外の人数を確認したい。大学院進学を希望する本学学部生の

うち、優秀な学生が他大学に流出しないよう他府県出身者の入学金の金額を県内出身者と同

額としてほしい。 

 

 

 



３ 研究費等執行にかかる令和４年度監査結果について 

  寺村経営企画課長から資料に基づき報告があった。 

 

４ 客員教員の委嘱について 

村上環境科学部長から資料に基づき報告があった。 

 

 ５ 各委員会等の結果の概要について  

(１) 令和５年度第１回 将来構想委員会 

(２) 令和５年度第２回 衛生委員会 

(３) 令和５年度第２回 国際交流委員会 

(４) 令和５年度第１回 入学試験委員会 

 [主な意見・質疑等] 

・将来構想委員会に関して、次期中期計画の策定にあたり、教員の負担を減らすためにも重

点的に取り組むべきところは重点的に取り組み、合理化できるところは積極的に合理化する

といったバランスを考えて検討してほしい。 

・学部学科再編には知事からどのような求めがあったのか。 
→知事から学部学科再編をとの発言があり、中期目標の素案にも記載されている。 
・国際交流委員会に関して、JCMU との協定自体の見直しも検討してはどうか。 
→クレジットの獲得により本学学生の派遣だけではなく、地域貢献、国際交流の観点からも

近隣にある JCMU と連携していきたいと考えている。 
 


